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はじめに



－これからの都市が実現すべき未来

withコロナ時代、デジタル化やテレワークは、さらに促進されていく

だからこそ、リアルな都市生活に必要とされるものが明確になっていく

ヒューマンスケールの、五感で快適さが感じられる健やかなまち



生きものである私たち人間にとって、

広い空の下で新鮮な空気を吸い、日の光をあびて、

小鳥や水の音をききながら、

快適に散策したりリフレッシュする環境は、本当に大切なもの

そのような都市は、すべての生きものたちにとっても快適な住処



テレワークの増加やデジタル化が進む中、子育ての視点が見落とされがち

コロナ禍は子どもたちにも大きな影響を及ぼしている

次世代を担う子供たちが健やかにのびのびと成長できるまちづくりの視点

成長過程に応じて、安心して元気よく外遊びができる空間や仕組みづくり



１．みどりの中間支援組織

２．グリーンインフラ
＝みどり＆オープンスペースのチカラ

３．グリーンインフラ×コミュニティ
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都市のみどり・オープンスペ
ースをまちづくりに活かす



みどりの中間支援組織

みどり＆オープンスペースを拠点とした
まちづくり活動を実践する事業型NPO

公園緑地の指定管理、エリア＆リソースマネジメント、
コミュニティ醸成、環境保全・教育など

NPO法人NPO birth（バース）

since1997

人と人・まちをつなぐ自然と人をつなぐ 自然の力を引き出す

協働コーディネートチームレンジャー・環境教育チーム 自然環境マネジメントチーム



みどりの中間支援組織

NPO法人Green Connection TOKYO

（グリーンコネクション東京）

since2018

都市のみどり＆オープンスペースをまちづくりに
利活用するための産官学民のプラットフォーム

事務局機能、マッチング、アドボカシーなど

一人当たりの緑地面積

緑農住国際ワークショップ
（大学、企業、農業者、行政とのコラボ事業）



１．みどりの中間支援組織

２．グリーンインフラ
＝みどり＆オープンスペースのチカラ

３．グリーンインフラ×コミュニティ



グリーンインフラ
自然環境が有する機能を社会における
様々な課題解決に活用しようとする考え方

レジリエンス
復元力、回復力を意味する言葉
しなやかで強い都市づくり、のイメージ

「グリーンインフラは
都市のレジリエンスを強化する」

「新都市」５月号 巻頭言にアフターコロナへの提言として寄稿



plaNYC
市長期計画2030



ニューヨーク ハンブルク

コペンハーゲン ソウル

©NPO birth



みどり＆オープンスペースをボーダーレスにつなぐプロジェクト

「Blue Greenway プロジェクト」
サンフランシスコの湾岸800㎞を
緑道でつなぐ壮大なプロジェクト
中間支援組織San Francisco Parks Allianceが
ステークホルダーの連携を促進

「Lower Manhattan Coastal Resiliency」
New Yorkers for Parks によるまちづくりの将来像
＊「Building the Future of New York」より抜粋

「Grønne Cykelruter（自転車専用グリーンパス）」
コペンハーゲン市内には385㎞の自転車道が整備
都心部は2016年に車数＜自転車数となる
＊「CYKELKORT KØBENHAVN」（パンフレット）より



狭山丘陵

中間支援組織がつなぐ狭山丘陵広域連携事業
：NPO法人NPO birth

都県境に位置する狭山丘陵にまたがる６市町
など、産官学民との連携で丘陵の保全と利活
用を推進。100以上の団体ネットワークを構築

みどり＆オープンスペースをボーダーレスにつなぐプロジェクト

公園や広場と公共施設や民間施設とのボーダー
レスな活用：UR都市機構東日本都市再生本部
「Withコロナにおける公園等の活用／ニューノーマルに
おける公園・広場の新たな活用方策の検討」より抜粋

港北ニュータウン対象区域における
「グリーンマトリックスシステム」
：横浜市都筑区都筑土木事務所
「都筑区緑道再整備ガイドライン」より抜粋



みどり＆オープンスペース in Tokyo

©Green Connection TOKYO



“みどり”の機能＝チカラ

Power of Green

新鮮な食べ物を
供給する



昨年と今年の月間来園者数比較

＊都立武蔵国分寺公園 事業報告書より作成

今年はイベント激減でも
来園者数は例年以上に！

コロナ禍での公園利用者数 都立武蔵国分寺公園



“みどり”の機能＝チカラ

Power of Green

新鮮な食べ物を
供給する

地域の文化・観
光の拠点となる

クリーンエネルギー
を創出する

©Green Connection TOKYO



みどり＆オープンスペースの価値が高まり、

©NPO birth



みどり＆オープンスペースの価値が高まり、

©NPO birthまちに地みどりマップ© NPO birth

自然、ひと、まちが元気に！
Livable & Sustainable City



１．みどりの中間支援組織

２．グリーンインフラ
＝みどり＆オープンスペースのチカラ
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SDGsウェディングケーキ

実現の“鍵”は、社会コミュニティの醸成



グリーンインフラ×コミュニティ

つながりがコロナ禍を乗り越える力に！

事例：国分寺ぶんぶんウォーク



グリーンインフラ×コミュニティ

東京都国分寺市
・東京のおへそ
・新宿から電車で30分
・人口12万人

・国分寺崖線、豊富な湧水
・奈良時代の史跡
・生産緑地も多い
・クリエイターが住むまち



グリーンインフラ×コミュニティ

http://bunbunwalk.com

国分寺ぶんぶんウォーク since2011

• きっかけは「このまちのいいところを、もっと知らせたい！」という市民の想い

• 2日間、各タウンを巡る「まち歩きイベント」

• 主催者は市民実行委員会、費用は協賛金

©ぶんぶん実行委員会

今年で10周年



2019年の
パンフレット

国分寺崖線沿いに
７つのタウンを配置

「こくベジ」ラリー
同時開催

ギャラリーウォーク
同時開催

同時開催の市民
企画もぞくぞく！

都立公園が
メイン



©NPO birth

崖線からの湧水
野川源流

公園は本部＆
ピクニックタウン

協賛金で
のぼりを設置

地元野菜の軒先
販売所も盛況

10年で散歩道が定着、
住宅地に次々店舗が開店



2020
ぶんさんうぉーく

～集まらなくても
つながっているよ～

11日間の開催！

市内全域に範囲拡大！

80か所の会場！

©ぶんぶん実行委員会

コロナ対応



©ぶんぶん実行委員会

市内全域にまち歩き
エリアを拡大

80カ所に
クイズバナーを設置



©ぶんぶん実行委員会

80カ所巡る人は
ほぼいないだろうと
景品10セット準備

すると・・！



コロナ禍にも関わらず、
過去最大の売上げとなった

店舗も！

80カ所コンプリート
300組、600名以上！

参加者推定3,000人以上！

クイズバナー



都立武蔵国分寺公園
ワークショップ

開催

パークスタジオから
YouTube配信

レンジャー
ガイドウォーク

©NPO birth

公園でもコロナ対策
イベント開催



年間来園者数（2011〜2019年） 利用者満足度調査回答者
年代別割合

過去10年間の公園利用者の変化 都立武蔵国分寺公園

＊都立武蔵国分寺公園 事業報告書・利用者満足度調査報告書より作成

60万人から
140万人超に！

子育て世代が
激増！



モノ・
コト

人

情報時間

みどり＆
オープン
スペース

力を発揮
する場

生み出し
循環する場

共有・発信
する場

活かし
充実させる場

生み出し
循環する場

まちのリソースが
集まる、めぐる

インタラクティブな関係性
から生まれる

偶発性、創造性、革新性

お金

地域の価値を掘り起こし、つなぐ役割
中間支援組織＝エリアプラットフォーム

©Green Connection TOKYO



SDGsウェディングケーキ

実現の“鍵”は、社会コミュニティの醸成


